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つつじケ丘の家　柳川賢次建築設計事務所

　本計画地は、開発されて三十数年が経った閑静な住宅地に位置する
住宅の建替計画です。敷地は、北側にバス道を有する幅員16ｍの幹線
道路と、南に幅員6ｍの道路に接しています。クライアントから求められた
事は、この二つの道路からの視線の考慮と、子供の感性を刺激する仕掛
けを創ることでした。多くの住宅がそうであるように、南側に庭を設け、北側
に建物を建てるような一般的な考え方ではなく、2階建ての建物を敷地の
中央に設け、1階部分の床面積の1/3を切り抜き、二つの道路をつなげま
した。切り抜かれた開口部は北側の街路樹を借景としながら、アプローチと
駐車スペースとしての機能を果たしています。この開口部は単調な住宅街
に視線の抜けを創り出し、開放感を与えると共に、この街の地勢を感じるこ
とに寄与しています。内部については、1階には生活に必要最小限の固定
された機能を与え、2階にはエントランスとキッチン、そして機能を限定しな
い広間（ユニヴァーサル・スペース）を設けました。また、広間の南に設けた
デッキスペースは、外観を構成する壁と一本の樹木で囲まれ、プライバシー
を守りつつ、街と程よい距離感を保ちながら、光と風を享受することのでき
る空間を創り出しています。この広間やデッキスペースは、食事はもとより、
家族の団欒や接客、ホームパーティー、そして季節の移ろいを感じられるプ
レイスペース等 と々して、いかようにも対応できる一室空間となっています。
撮影：浅田美浩　第61回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
柳川賢次（やながわ  けんじ）
1954年 大阪府生まれ
1977年 大阪工業大学工学部建築学科卒業
1977年 瀧光夫建築・都市設計事務所入社
1978年 大阪工業大学工学部建築学科
 増田研究室研究生
1983年 一級建築士事務所 柳川賢次建 
 築設計事務所開設
1988年 有限会社 柳川賢次建築設計事 
 務所設立・代表

■建物データ
設　　計：柳川賢次/柳川賢次建築設計事務所
構造設計：国友博司/日本構造設計
施　　工：フナビキ工務店
所 在 地：神戸市垂水区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013年11月
構造規模：コンクリート造＋木造併用混構造
　　　　　地上2階
敷地面積：198.23㎡
建築面積：92.40㎡
延床面積：133.17㎡
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社
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INFORMATION

「実感できるみどりづくり事業」募集
（大阪府）

6/8〜7/31

大阪府では、緑化施設の整備とあわせて、緑
化促進活動に取り組む民間事業者を「実感・み
どり事業者」として認定し、その活動について、
PR、助成を行う「実感できるみどりづくり事業」
を実施しています。
土地・建築物を所有されている施主が対象で、
義務緑化以上の緑化施設の整備に、最大
1,000万円の事業費補助があります。
認定及び補助申請の募集期間
平成29年6月8日（木）〜平成29年7月31日（月）
詳細は、以下のホームページをご覧ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/midori/kikin/
jikkanmidoridukuri.html
申込・問合　大阪府 環境農林水産部
　　　　　 みどり推進室 都市緑化グループ
　　　　　 Tel.06-6210-9558

ニュータウン全国会議フォーラム
〜「ニュータウン・取組の新展開」泉北ニュータ
ウンまちびらき50周年を迎えて〜
7/20

本会議は、全国のニュータウン関係者が広域
的に情報の収集と発信、課題と多角的な視点

　川賢次、特別賞：児玉謙、奨励賞：堤庸策
　遠藤秀平審査委員長、審査委員
定員　80名
参加費　無料

第60回建築士会全国大会
「京都大会」
12/8

今年の建築士会全国大会は、近畿ブロックの
京都で開催いたします。京都府の各地を見学
する地域交流見学会も充実した18コースが用
意されています。ぜひ、ご参加ください。
テーマ　山とまちと木造建築
日にち　12月8日（金）

※全国建築士フォーラム、全国ヘリテー
ジマネージャーネットワーク協議会総
会は前日の12月7日（木）に実施

会場　京都市勧業館「みやこめっせ」
　　　京都市左京区岡崎成勝寺町9-1
申込　建築士6月号P31の参加申込書に必要

事項をご記入のうえ、本会事務局まで提出
（ご送付いただいた申込書は、まとめてそ
のまま主管の建築士会へ送付いたします
ので、楷書で漏れなくご記載ください）。

締切　7月28日（金）
大会の詳細は「建築士6月号」をご覧下さい。

事務局からのお知らせ
2017年版会員名簿の掲載事項について

9月刊行予定の会員名簿につきましては、掲載
事項が①氏名②勤務先名③勤務先住所・電
話・Fax④建築士級別（正会員のみ）となってお
ります。つきましては、
A.氏名以外（②〜④）を掲載しない。
B.連絡先が自宅のみのため、③に自宅の連絡

先を掲載する。
C.氏名を含め一切掲載しない（ホームページの

名簿からも削除）。
のいずれかを希望される場合は、7月21日（金）
までにFaxまたは郵便にて事務局までご連絡を
お願いいたします（既にご連絡をいただいている
場合は不要です）。

住宅･住宅の省エネ基準、省エネ
計算方法など）

　　　3章　省エネ設計技術
発行　学芸出版社　価格　定価3,456円
販売　全国の大型書店、ネット書店
　　　本会事務局でも販売：
　　　　本会会員価格3,000円（税込）

第37回大阪都市景観建築賞（愛
称大阪まちなみ賞）」推薦募集
7/1〜7/31

本会と大阪府・大阪市・（一社）大阪府建築士
事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・

（一社）日本建築協会の6者で主催する第37
回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ
賞）の推薦受付を行います。
趣旨　美しく、個性と風格のあるまちの景観づく

りを進めていくために、周辺景観の向上
に資し、かつ景観上優れた建物やまち
なみを表彰する

賞　大阪府知事賞、大阪市長賞、審査員特別
賞、建築・サインアート賞、緑化賞、奨励賞

推薦方法　大阪まちなみ賞ＨＰから推薦
　　　　　※自薦による応募も可能
受付期間　7月1日（土）〜7月31日（月）　
　　　　　（当日消印有効）
詳しくは大阪まちなみ賞HPをご覧ください。
http://osaka-machinami.jp/
問合　大阪都市景観建築賞運営委員会
　　　（（公社）大阪府建築士会内）
　　　Tel.06-6947-1961

第61回大阪建築コンクール　
受賞者講演&トークセッション
7/14　CPD2単位（予定）

第61回大阪建築コンクール受賞者による受賞
作品についての講演会を開催します。作品の
紹介はもちろん、建築に対するそれぞれの思い
を語っていただきます。また、審査委員とのトーク
セッションも予定しております。
日時　7月14日（金）　19：00〜21：00
会場   関西大学梅田キャンパス4F
　　　Me RISEラボ
　　　大阪市北区鶴野町1-5
出演者（予定）
　大阪府知事賞：横関正人・横関万貴子、柳

の共有を行い、問題解決と新たな取組の展開
に繋げることを目的としています。
1967年のまちびらきから50年を迎える泉北
ニュータウンで開催します。
主催　堺市、泉北ニュータウン再生府市等
　　　連携協議会（※）

※構成メンバー：大阪府、堺市、大阪府
住宅供給公社、独立行政法人都市再
生機構西日本支社、南海電気鉄道㈱、

（一財）大阪府タウン管理財団
日時　7月20日（木）　13：30〜16：00
会場　泉ヶ丘センタービル3階大集会室
　　　大阪府堺市南区茶山台1丁2-1
参加費　無料
定員　300名程度（自治体職員、研究者及び
　　　事業者、地域住民等）申込先着順
申込・問合　堺市市長公室ニュータウン地
　　　　　 域再生室
　　　　　 Tel.072-228-7530　
詳細は以下のHPをご覧ください。
http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/senb
okusaisei/newtownzenkokukaigiforamu.html

第38回「住宅メンテナンス診断士R
講習会」大阪会場
8/4　CPD5単位

国土交通省の「新たな住生活基本計画」の施
策に基づいた「資産として価値のある住宅」に
欠かせない「住宅の維持管理、メンテナンス」の
講習会です。
日時　8月4日（金）　9：25〜16：50
会場　新大阪丸ビル別館2-3会議室
　　　大阪市東淀川区東中島1-18-22
定員　100名（先着順受付、定員になり次第締切）
締切　7月28日（金）
参加費　27,000円
問合　（一社）住宅長期支援センター　
　　　Tel.06-6941-8336　 
http://www.holsc.or.jp/
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宮
城
県
建
築

士
会
清
本
多
恵
子
さ
ん
の
案
内
で
、
石
巻
市
、

日
和
山
展
望
台
、
仙
石
線
、
塩
釜
、
多
賀
城
、

太
白
区
、
青
葉
区
折
立
地
域
等
に
立
ち
寄
り
被

災
状
況
を
視
察
し
た
。
初
め
て
会
う
私
た
ち
に

嫌
な
顔
も
せ
ず
、
日
々
の
活
動
で
疲
れ
て
い
る

だ
ろ
う
に
、
時
間
の
許
す
限
り
同
行
し
て
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
七
年
が
経
ち
、

背
の
高
い
防
潮
堤
や
新
し
く
造
成
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
も
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
問
題

は
累
積
さ
れ
て
い
る
。
震
災
後
の
復
興
の
様
子

を
毎
年
お
聞
き
し
な
が
ら
も
、
目
に
見
え
て
力

に
な
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
て
な
い
が
、
現

在
の
ご
苦
労
を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
、

心
か
ら
応
援
し
た
い
と
考
え
る
。

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

平成29年度 大阪府ヘリテージマ
ネージャー育成講座（全9日間）
8/26〜1/20　CPD1日4または6単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさら
なる歴史文化遺産を発見し、既に指定されてい
る文化財建造物や登録文化財等の活用と保
存を推進し、まちづくりに活かす能力を持った人材

“ヘリテージマネージャー”を育成することを目的
に行う講習会です。全9日間の講座（講義時間
数は例年通り合計40単位）で歴史、修復技術、
実測実習、保存活用などの基礎を学びます。
日程　①8月26日　②9月9日
　　　③10月7日　④10月21日
　　　⑤11月4日　⑥11月18日
　　　⑦12月2日　⑧12月16日
　　　⑨平成30年1月20日（全9日間・土曜日）
時間　13：00〜17：00（但し10月7日、11月
　　　18日は10：00〜17：00）
場所　大阪倶楽部、中之島図書館　他
募集　20名（申込先着順）
受講料　本会会員25,000円
　　　　会員外30,000円
申込　7月10日（月）より本会ホームページ
　　　からWEB申込してください。
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/7・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。
日程　①9月8日（金）　②12月7日（木）
　　　③平成30年2月9日（金）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

新刊書のご案内
大阪府監修

「建築物の省エネ設計技術」
〜省エネ適判に備える〜

本会の特別委員会（委員長：近本智行立命館
大学教授）は、省エネ技術書「建築物の省エネ
設計技術」を5月1日に発刊しました。
本書は2020年までに進められる建築物の省エ
ネ基準適合義務化を見据え、建築実務者の対
応について、省エネ制度の全容や基準の算出方
法、非住宅･住宅に生かせる45の省エネ技術と
設計のポイントについて丁寧に解説しています。
省エネの実務書として実践でご活用ください。
書名　「建築物の省エネ設計技術」〜省エネ
　　　適判に備える〜
監修　大阪府
内容　B5変型判　188ページ（オールカラー）
　　　1章　省エネ性能に優れた建築事例
　　　2章　省エネ制度（建築物省エネ法、非

特別委員会作成、大阪府監修による「建築物
の省エネ設計技術」をテキストとして、大阪府建
築指導室担当官や執筆者等が講師を担当し、
住宅・非住宅建築物の省エネ基準や評価方
法、適合性判定制度、省エネ表示制度などの
建築物省エネ法や、省エネ性能を向上させる設
計技術についてわかりやすく説明します。
日時　7月25日（火）　13：20〜18：00
会場　たかつガーデン
内容　①省エネ適合性判定制度・大阪府温暖

化の防止等に関する条例の改正、②建築
物省エネ法の概要・省エネ性能表示制度
等、③非住宅・住宅建築物の省エネ基準・
省エネ計算、④建築物の省エネ設計技術

定員　200名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　一般5,000円（テキスト代別途）
テキスト　「建築物の省エネ設計技術」
　　　　（大阪府監修）　発行：学芸出版社
　　　   特別価格：3,000円（税込）

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
8/4・1/30　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月4日（金）　②1月30日（火）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
大阪工業大学梅田キャンパスにみ
る省CO2の技術とデザイン
8/9　CPD3単位

大阪工業大学梅田キャンパス「OIT梅田タ
ワー」は、さまざまな環境配慮により、国土交通
省の住宅・建築物省CO2先導事業に採択され
た都市型大学です。外装材一体型太陽光発
電を組み込んだエコロジカルスキンや空調熱源
の最適運転制御など省エネ技術の導入をはじ
め、災害発生時も事業・生活を継続し、地域防
災と連携するよう計画されています。本講習会
では設計担当者による解説と建物見学を行い
ます。
日時　8月9日（水）　13：00〜16：30
会場　大阪工業大学梅田キャンパス
内容　OIT梅田タワー建築概要、タワー型キャン

パスにおける環境配慮施策とパッシブデ
ザイン、OIT梅田タワー見学、質疑応答

定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

監理技術者講習
7/20、9/13、11/9、1/18、2/15、3/7
CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　7/20（木）、9/13（水）、11/9（木）、
　　　1/18（木）、2/15（木）、3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習8/22、9/6　CPD各5単位
移行講習7/20、8/24　 CPD各3単位

平成28年2月に宅地建物取引業法が一部改
正され、平成30年4月から既存住宅の売買時に

「既存住宅状況調査」の説明が義務付けられ
る予定です。調査の実施は、登録機関の講習
を修了した建築士のみに認められ、新たな建築
士業務となります。なお、従来のインスペクター
登録者は同調査を実施できませんが、その方々
を対象に規定の講義の一部を免除した「移行
講習」も開催します。ぜひこの機会に本講習を
受講いただき、新たな建築士業務の資格を取
得してください。
<新規講習>
日時　8月22日（火）、9月6日（水）
　　　10：00〜18：00
会場　大阪YMCA国際文化センター
　　　定員200名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,060円
　　　　郵送申込21,600円
<移行講習>
日時　7月20日（木）、8月24日（木）
　　　13：00〜17：45
会場　たかつガーデン
　　　各回定員180名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込16,740円
　　　　郵送申込17,280円
<申込方法>
日本建築士会連合会HPよりお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/

大阪府知事指定講習
建築物省エネ法・省エネ設計技術
講習会
7/25　CPD各4単位

2015年7月に建築物省エネ法が制定され、
2017年4月から省エネ適合性判制度が導入さ
れました。また2020年までに住宅を含むすべて
の建築物の省エネ基準への適合の義務化が
予定されています。本講習では、本会の省エネ

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成29年度建築士定期講習
8/24、9/22、10/18、11/20、12/14
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　8/24（木）	 大阪国際交流センター
	 定員200名  会場コード5C-52
　9/22（金）　大阪府建築健保会館
	 定員90名   会場コード5C-03
　10/18（水）	大阪国際会議場
	 定員200名  会場コード5C-53
　11/20（月）	大阪府建築健保会館
	 定員90名   会場コード5C-04
　12/14（木）	大阪府建築健保会館
	 定員90名   会場コード5C-54
時間　9：25～17：00
申込書必着日　8/24（木）講習：7/20（木）
　　　　　　　9/22（金）講習：8/18（金）
　　　　　　　10/18（水）講習：9/13（水）
　　　　　　　11/20（月）講習：10/16（月）
　　　　　　　12/14（木）講習：11/9（木）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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5/26  理事会（連合会）
5/29  近畿外壁仕上業協同組合総会
5/30  大阪府収用委員会
5/31  大阪府建築士事務所協会総会
6/ 9  日本建築材料協会 KENTEN
6/13  大阪府収用委員会
6/16  運営委員会

  近畿建築士会協議会女性部会
  近畿確認検査機構総会 
6/19  正副会長会議（連合会）
6/20  総会（連合会）
6/21  正副会長会議、 理事会
6/22  省エネ設計技術講習会
6/23  日本建築協会総会

  日本リノベーション･マネジメント協会総会
※（連合会）：日本建築士会連合会

7 月 1 日より、本会事務局が入居してい
る高田屋大手前ビル 5 階フロアの全部を
本会が借用し、事務局会議スペースの拡
張を、6 月度理事会で決定しました。
現状の会議スペースは非常に狭く、理事
会の開催や複数の委員会会議の同時開催
に支障があるなど、本会活動が近年活発
化する中で、今後の活動への影響が懸念
されていました。入居されていた大阪府
建築士事務所協会の分室が転出し、その
跡スペースを本会が借り受け、本会活動
の拠点となる会議スペースを拡張して、
会議環境を整えることとしたものです。
拡張スペースでは、理事会や小規模講習
会の開催も可能となり、委員会活動等の
さらなる活性化に繋がるよう、有効に活
用したいと考えております。

本会では行政や公的団体が設置する審
議会や委員会など 66の組織に、延べ約
180 名の会員建築士を派遣しております。
現在、国が平成 26 年 11 月に公布した空
家対策特別措置法に基づき、府内 13 市

町村が空家対策等協議会を設置してお
り、今年度は、本会から藤井寺、河内長
野、富田林、岸和田の各市の協議会委員
として派遣し、これまで委員を派遣した
市町村は延べ 12 市となりました。
市町村の空家対策等協議会では、空家の
所在や所有者の把握を行い、対策が必要
な空家を選別し、所有者に対して適切な
管理を促進するための情報の提供や助言
その他必要な援助について取り決めま
す。また、特に対策が必要な「特定空家
等」への助言または指導・勧告・命令を
講じることなどの方針を取りまとめ、そ
の内容を条例等で定めます。
本会の空家対策に関する活動はインスペ
クション部会が担当しており、現在実施
している「既存住宅状況調査技術者講習」
の修了者を活用した既存住宅流通の活性
化や、空家の利活用方策の検討など、空
家を減少させるための取り組みを、積極
的に展開する方針です。

建築技術教育普及センターの主催で本会
が運営を担当する、本年度第 1 回目の建
築士定期講習を 6 月 6 日に開催し、会場
が満席となる約 200 名が受講されました。
建築士事務所に所属するすべての建築士
は、3 年以内ごとに定期講習の受講が建
築士法で義務付けられています。
本会の定期講習の特徴は、ビデオを使用
せず、行政担当官や民間の経験豊富な実
務者が講師を担当します。
例年好評につき、受講を希望される方全
員が受講できるよう、年間の講習日と定
員を増設していますが、ご希望の日程が
満席のため受付できないこともあります
ので、受講対象の方はぜひお早めにお申
込みください。

本会耐震部会では、既存木造住宅の耐震
性能向上を図り、府民の安心・安全を守
る取り組みとして、市町村等からの依頼

により、地元住民に対する耐震説明会や
住宅所有者等の希望により、耐震診断等
を行う部会員を派遣しています。また、
部会では、委員の診断技術向上を図る定
期的な勉強会や、診断現場において経験
の浅い委員の育成・指導なども行ってい
ます。
近年、耐震診断の依頼件数が年間 100 件
を超え、部会の委員数も約 70 名に増加
するなど、活動が活発化しております。
部会では業務の増加・複雑化などによる
勘違いや見落としなどを防止し、本会耐
震業務の質の向上を図るため、部会委員
が行った業務内容の妥当性を本会の第 3
者が再度チェックする仕組みの導入や、
規程に反した場合の罰則などを明文化し
盛り込んだ部会運営規程改正案を 6 月度
理事会に諮り承認されました。
本会は、府民から信頼され頼りにされる
団体であるよう、常に本会が行う業務の
より適正化を図る取り組みを続けます。

本会では、大阪府との協定により、震度
6 弱以上の大地震時に、本会所属の応急
危険度判定士を府の要請により、府内の
市町村に派遣できるよう、判定士への連
絡体制を構築しております。
大阪急性期 ･ 総合医療センター（旧府立
病院）は、2006 年の独立行政法人移行
により、施設管理は独自で行っており、大
規模な施設であることから、災害時に大
阪府や大阪市から応急危険度判定の支援
を受けることができない状況にあります。
また、当病院は災害時の拠点病院に指定
されており、災害時における患者等の安
全を確保し、継続して医療サービスを提
供するため、本会に応急危険度判定の支
援を要請しています。
本会では、大地震時に病院からの依頼に
より本会所属の応急危険度判定士を派遣
する方針を 6 月度理事会で決定し、近く
協定を締結することとしています。
また、病院の作成する BCP 計画につい
ても、建築防災の観点から意見を述べる
など、病院に対して支援を行う予定です。

動静レポート

大阪急性期・総合医療センターへの本
会応急危険度判定士を派遣

社会貢献委員会

会長動静

本年度第 1 回目の建築士定期講習を開
催

研修委員会

耐震部会運営規程の改正

社会貢献委員会

市町村空家対策等協議会への建築士委
員派遣状況

運営委員会

事務局会議スペースの拡張

運営委員会
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建築課外授業シリーズの第一弾である淡
路瓦工場見学と南あわじの建築等の見学
ツアーに参加しました。最初に淡路瓦工
業組合のセミナー会場で淡路瓦の歴史や
瓦の製作等のレクチャーを受けたあと、
工場に移動して淡路瓦の土から製作され
ていく流れを見ながら、淡路瓦の製作他
説明を受けました。工場見学のあとは兵
庫県から平成 10 年に美しい街づくりに
寄与したとして「さわやか街づくり賞」
を受賞している洲本の旧鐘紡紡績工場
跡（建築群）に向かいました。レンガ造
りの建物内にある淡路ごちそう館御食国

（みつけくに）というレストランで昼食
を終え、洲本市民広場にある洲本市立図
書館など、レンガ造りの建物群の見学を
しました。次のコースは生石公園にある
砲台跡（5 台ある）です。紀淡海峡に攻
めてくる敵艦を沈めるために明治 31 年

建築士を目指す方、もう一度学び直した
い方を対象とした、建築基準法を学ぶ講
習会を受講しました。
講義内容の 5つのテーマのうち、「概要、
総則」と「一般構造、建築設備規定」を
本会特任相談役でサンヨーホームズ㈱の
小嶋和平氏、「防火・避難規定、構造強
度規定」を日本 ERI ㈱の森田大氏、「都
市計画関係規定」と「建築士法、関連法
規」を本会幹事で（一財）大阪建築防災
センターの七堂元敏氏より講習を受けま
した。
当日、テキストとして配布された「図説
建築法規」は、建築基準法と関連法令の
要点を図表や実例を用いて解説してお
り、2 色刷での要点表現や、各項目末尾
にある対応省令番号の記載は、これから
建築基準法を学ぶ初心者に優しく、建築
士の受験対策としても使い易い書籍でし

Topics

〜 33 年の間に作られ、大砲が備え付け
られたところです。由良要塞でもある生
石山砲台は明治・大正期に東京湾要塞に
ついで日本で 2 番目に重要な要塞の一つ
でした。そこでは戦時中の要塞の場所と
して重要な位置にあった淡路島の砲台を
見ることができます。その当時の大砲等
はアメリカにより破壊されたのですが、
その当時の様子を想像しながらの散策と
なりました。そして、最後は丹下健三氏
が設計された建物のある若人の広場公園
に向かいました。そこは、昭和 42 年に
建設されたもので、戦争の為に学業半ば
で亡くなった男女学徒を追悼する施設で
す。阪神・淡路大震災の被害などで閉鎖
されておりましたが、多くの再開を望む
声を受け、平成 25 年 8 月に工事着工、
平成 27 年 3 月に完成し、再び開園になっ
たところです。施設としては高さ 25m

た。また、最近公立校でも開校が進む、
小中一貫校に対応するための児童用階段
についての告示といった、新しい内容も
フォローしていました。
講師の方々の要点をおさえた解説も理解
の一助となりました。
平成 27 年 6 月の建築基準法改正で加え
られた「特定避難時間倒壊等防止建築物」
については、補足資料を用いた説明があ
りました。また、難解とされる防火区画、
道路、容積率については特に丁寧に解説
していただきました。
実例を交えた解説では、容積率による共
同住宅からホテルへの転換の難しさの話
がありました。昨今の宿泊施設不足とい
う社会背景から、民泊、規制緩和といっ
たキーワードとのつながりを感じまし
た。東京駅（特例容積率適用地区制度）、
法善寺横丁（連坦建築物設計制度）は、

の「記念塔」と周囲が石垣の壁面が印象
的な「展示資料館」がありました。

いずれも訪れたことのある町で、イメー
ジがわきやすかったです。
半日のタイムスケジュールとしては盛り
だくさんの内容で、初心者への導入、実
例の紹介、概要の理解といった点で大変
有意義な講習会でした。

「図説建築法規」小嶋和平著

「第一回建築課外授業シリーズ 1」〜淡路瓦工場見学と南あわじ建築めぐり〜
日程：平成 29 年 4 月 15 日（土）　　参加者：21 名

藤池寛治（国際分科会委員）

建築技術講習会『これだけでわかる  建築基準法！』
日程：平成 29 年 5 月 19 日（金）　　会場：大阪府建築健保会館・6 階ホール　　参加者：82 名

松江　正（研修分科会委員）
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審査委員長　　古谷誠章
1955年	 東京都生まれ
1978年	 早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年	 早稲田大学大学院修了
1986〜1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年〜	 八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）共同設立
1994年〜	 早稲田大学理工学部助教授
1997年〜	 早稲田大学教授

審
査
総
評建

築
人
賞
審
査
委
員
長　

古
谷
誠
章

　　

建
築
人
賞
の
審
査
を
お
引
き
受
け
し
て
四
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
応
募
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
一
次
審
査
も
だ
い
ぶ
板
に
つ
い
て
来

て
、
と
て
も
楽
し
く
拝
聴
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し

何
せ
一
人
審
査
員
の
た
め
、
気
を
抜
い
て
い
ら
れ

な
い
の
が
（
失
礼
）
大
変
で
、
話
を
聞
き
漏
ら
さ

な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。
今

年
も
ま
す
ま
す
作
品
の
質
が
充
実
し
て
、
最
後
に

こ
れ
を
わ
ず
か
な
点
数
に
絞
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
も
、
一
段
と
ツ
ラ
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
こ
れ
だ
け
工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た
作

品
を
一
堂
に
会
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
拝
見
し
て
、

さ
ら
に
作
者
の
話
も
聞
け
る
の
は
文
句
な
く
面
白

い
の
で
、
応
募
者
に
限
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
こ
の
一
次
審
査
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
短
い
時
間
で
す
か
ら
、
と
て
も
説
明
し
き
れ

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
で
も
や
っ
ぱ
り
誌

面
の
わ
ず
か
一
、二
ペ
ー
ジ
の
写
真
で
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
建
築
部
門
で
は
、
例
年
の
こ
と
で
す
が
多

種
多
様
な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
作
品
に
力
作
が
出
て
き
た
の
も
、
今

年
の
特
徴
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
の
住
宅
部

門
も
、
こ
と
し
は
ひ
と
き
わ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
て
、
こ
れ
も
い
つ
も
な
が
ら
実
地
審
査
作
品

を
絞
る
の
に
は
難
渋
を
し
ま
し
た
。
昨
年
も
書
い

た
よ
う
に
ま
る
で
筑
波
山
中
の
四
六
の
ガ
マ
の
よ

う
な
心
境
に
な
っ
て
、
汗
を
垂
ら
し
な
が
ら
よ
う

や
く
実
地
に
赴
く
作
品
を
一
般
四
点
、
住
宅
四
点

と
し
て
一
次
審
査
を
終
え
ま
し
た
。（
こ
れ
は
そ

の
後
に
余
程
の
美
味
し
い
も
の
で
も
待
っ
て
い
な

い
限
り
、
と
っ
て
も
果
た
せ
な
い
難
行
で
す
）

　

現
地
審
査
は
三
月
三
〇
日
〜
四
月
一
日
に
か
け

て
、
神
戸
市
、
姫
路
市
、
東
大
阪
市
、
枚
方
市
、

芦
屋
市
、
彦
根
市
に
あ
る
計
八
作
品
を
訪
れ
ま
し

た
。
関
西
で
も
東
西
に
離
れ
て
立
地
す
る
作
品
群

で
し
た
が
、
三
日
を
か
け
て
予
定
通
り
に
見
て
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
工
島
あ
り
、
自
然
の

地
形
あ
り
、
城
下
町
あ
り
、
郊
外
あ
り
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
い
わ
ゆ
る

都
心
地
が
な
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
敷
地
と
し
て

は
周
辺
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
越
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
仮
に
そ
う
で
な
く
て
も
、
建
築

自
身
が
敷
地
を
良
好
な
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
た

り
、
ま
た
そ
の
建
築
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
で
周
辺

を
含
む
そ
の
地
域
の
環
境
の
価
値
を
増
す
こ
と

も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
関
係
を
見
る
た
め
に
も
、
実
際
に
作
品
を
訪
れ

て
み
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
ま
た
、
現
地
を
訪
れ
て
初
め
て
気
づ

か
さ
れ
た
作
品
の
価
値
に
し
ば
し
ば
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
幸
い
に
思
い
ま
す
。
と
く
に
施
主

の
そ
の
後
の
住
ま
い
ぶ
り
、
あ
る
い
は
建
築
の
使

い
こ
な
し
方
に
も
、
大
い
に
肯
か
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
建
築
が
建
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
こ
か
ら
が
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
目
的

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
で
は
会
報
誌
「
建
築

人
」
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
は
第

六
三
四
号
を
数
え
ま
し
た
。
本
会
会
員
で
あ
る
建
築
士
に

と
っ
て
重
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
作
品
発
表

の
機
会
を
設
け
、
建
築
技
術
の
普
及
や
建
築
士
の
相
互
研

鑽
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
建
築
人
賞
」
は
、「
建
築
人
」
の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
頁

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
機
能
性
、
社
会
性
、
デ

ザ
イ
ン
性
、
先
進
性
な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
も
の
を
顕
彰

し
、
建
築
技
術
の
進
展
、
建
築
文
化
の
向
上
に
資
す
る
と

と
も
に
、「
建
築
人
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
こ
と
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。

●
審
査
経
過

　

審
査
は
、
公
平
性
を
重
視
す
る
た
め
、
関
西
以
外
で
活

躍
す
る
建
築
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
第
六
回
か
ら
は
早
稲
田
大
学
教
授
古
谷
誠
章
氏
を

審
査
委
員
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
〇
一
六
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
三
〇
点
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
例
年
同
様
、
公
開
一
次

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
次
審
査
は
、
二
月
一
八
日
に
開

催
さ
れ
、
計
二
七
点
の
作
品
に
つ
い
て
設
計
者
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
審
査
員
に
よ
る
質
疑
等
を
行
い
、
そ
の

場
で
八
点
が
審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
三
月
三
〇

日
、
三
一
日
、
四
月
一
日
の
三
日
間
、
現
地
審
査
を
行
い
、

最
終
的
に
、
建
築
人
賞
二
点
、
建
築
人
賞
奨
励
賞
二
点
、

佳
作
四
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、

社
会
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

を
表
彰
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
対
し
て
建

築
の
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
、
建
築
文
化
の
醸
成
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
情
報
委
員
会
委
員
長　

飯
田
英
二

第
９
回　

建
築
人
賞
発
表

主
催
‥
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
建
築
士
会

建築人賞記念盾「未来へ！」
グラスアーティスト  三浦啓子作
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あべのハルカス　竹中工務店　米津正臣

あべのハルカスは、私鉄最長の鉄道ネットワークを有する近畿
日本鉄道のターミナル駅「大阪阿部野橋駅」直上に建つ、百貨
店、美術館、先端医療施設、大学、オフィス、ホテル、展望台、
庭園といった多様な機能が集積した、高さ３００ｍの超高層集
密都市である。ここでは、単一ヴォリュームの中にそれぞれの機
能を押し込めるのではなく、各機能の空間的特徴や事業性に
沿ってヴォリュームが最適化されている。都市が積み重なったよ
うな即物的で機能的なヴォリュームのあり方は、建物単体の姿
というより、街に必要とされる活動が「建築⇔都市」の境界を横
断して現われた都市風景の一部となって、大阪・あべのの街に新
たなダイナミズムを生み出している。足元においては周辺地域の
人の流れを四方八方より建築内部に取り込み、56台のEVと99
台のESCにより乗降客数約75万人／日の人の流れを空中に吸
い上げ、同時にあべのの街に吐き出している。鉄道ネットワーク
のNodeに高密度に集積した新たな都市活動は、梅田（キタ）と
心斎橋・難波（ミナミ）に並ぶ第三極をつくりだし、大阪都市圏
を多極化した都市構造へと再編し、周辺都市域に対しては沿線
価値の向上を促し、シビックプライドを刺激する。あべのハルカ
スは、少子高齢化を迎えた社会において、都市生活における偶
発性と相乗性を加速させ「持続可能かつ競争力ある都市的状
況」を創り出す、建築による都市の革新的ストラテジーである。

撮影：鈴木久雄　第35回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
米津　正臣（よねづ・まさおみ）
1974年  愛知県生まれ。
1997年  東京工業大学工学部建築学科 
　　　  卒業。
1999年  東京工業大学大学院修士課程
　　　  修了。
1999年～ 竹中工務店。現在、同大阪本
　　　  店設計部設計グループ長。

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
外装デザイン：竹中工務店＋
　　　　　ペリクラーク ペリアーキテクツ
施　　工：竹中工務店・奥村組・大林組・
　　　　　大日本土木・錢高組共同企業体
位　　置：大阪市阿倍野区
構　　造：SRC造、S造
規　　模：地下5階、地上60階、塔屋1階
建築面積：24,013.19㎡
延床面積：353,393.32㎡
竣　　工：平成26年3月

建築主／㈻神戸学院
設　計／㈱日建設計
施　工／㈱淺沼組

建築位置／兵庫県神戸市
竣工年月／ 2016 年 1 月
用　　途／高等学校
構造・規模／ S 造　地上 4 階
敷地面積／ 16,184.81㎡
建築面積／ 5,652.05㎡
延床面積／ 13,516.63㎡
写　　真／母倉知樹

設　計／㈱石橋清志建築設計事務所
施　工／㈱藤木工務店

建築位置／兵庫県芦屋市
竣工年月／ 2015 年 12 月
用　　途／住宅
構造・規模／ RC 造（一部 S 造一部木造）
　　　　　　地上 2 階　地下 1 階
敷地面積／ 1,091.97㎡
建築面積／ 314.59㎡
延床面積／ 480.46㎡
写　　真／松村芳治

【
選
評
】

一
般
に
人
工
島
な
ど
の
埋
め
立
て
地

に
は
、
そ
の
土
地
に
固
有
の
地
形
や

来
歴
が
な
い
た
め
に
、
え
て
し
て
無

味
乾
燥
な
も
の
と
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
古
い
市
街
地
に
比
し
て
ス
ケ
ー

ル
が
大
味
に
な
っ
た
り
し
が
ち
で
す

が
、
こ
こ
で
は
建
築
を
、
中
庭
を
擁

し
て
囲
い
込
む
こ
と
で
、
外
側
は
周

辺
の
ス
ケ
ー
ル
感
に
連
続
さ
せ
て
、

内
側
も
全
体
に
の
び
の
び
と
し
な
が

ら
も
、
高
校
生
の
日
常
の
生
活
空
間

に
相
応
し
い
身
体
尺
度
を
感
じ
さ
せ

る
巧
み
な
構
成
だ
と
思
い
ま
す
。
圧

倒
的
な
開
放
感
を
感
じ
さ
せ
る
中
庭

に
面
す
る
開
口
部
は
、
腰
か
ら
上
を

サ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
納
ま
り
と
す
る
こ

と
で
、
文
字
通
り
視
界
を
遮
る
も
の

の
な
い
透
明
感
が
生
ま
れ
て
い
て
爽

快
で
す
。
中
庭
自
体
も
た
だ
茫
漠
と

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
の
で
は

な
く
、
学
年
を
越
え
て
共
用
さ
れ
る

図
書
室
や
ホ
ー
ル
な
ど
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
自
然
に
異
学
年
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
目
に
入
る
よ
う
に
仕

掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
の

構
造
も
大
変
印
象
的
で
し
た
。

【
選
評
】

六
麓
荘
と
い
え
ば
、
芦
屋
で
も
ひ
と

き
わ
高
級
な
住
宅
地
で
、
事
実
こ
の

住
宅
も
大
変
に
ゆ
と
り
の
あ
る
裕
福

な
住
宅
で
あ
る
に
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
表
側
か
ら
の
姿
に
し
ろ
、
内

部
空
間
の
居
心
地
に
し
ろ
、
ど
こ
に

も
威
張
っ
た
と
こ
ろ
が
な
く
（
こ
の

言
い
方
が
相
応
し
い
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
）、
と
て
も
感
じ
よ
く
で
き
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
し
か
し
、

ひ
と
た
び
注
意
深
く
そ
の
細
部
を
見

る
と
、
各
所
の
金
物
と
い
い
、
建
具

と
い
い
、
建
築
の
納
ま
り
と
い
い
、

随
所
に
工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た
、
一
品

生
産
も
の
の
特
注
デ
ィ
テ
ー
ル
が
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
非
常

に
（
い
い
意
味
で
の
）
お
金
と
手
間

の
か
け
ら
れ
た
見
事
な
建
築
で
す
。

近
年
で
は
、
お
よ
そ
部
分
品
や
建
築

部
材
が
コ
ス
ト
や
時
間
の
制
約
か
ら
、

ま
る
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
棚

か
ら
量
産
品
を
買
う
よ
う
に
、
も
っ

ぱ
ら
既
製
品
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
か
ら
は
決
し
て
生
ま
れ

な
い
建
築
の
質
の
高
さ
と
味
わ
い
を

感
じ
ま
し
た
。
設
計
者
の
配
慮
と
情

熱
が
隅
々
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

建築人2016年9月号掲載

建築人2016年2月号掲載

建
築
人
賞　

神
戸
学
院
大
学
附
属
高
等
学
校 

新
校
舎

建
築
人
賞　

斜
面
地
の
家
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建築人 No.630  平成28年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2016

■プロフィール
1978年 兵庫県生まれ
2003年 京都大学大学院工学研究科修了
2003年～ 高松伸建築設計事務所
2005年 畑友洋建築設計事務所設立
現在、京都大学、近畿大学、神戸芸術 
 工科大学非常勤講師

2011年 JIA第6回関西建築家新人賞
2012年 WAN House of the Year 2011受賞
2012年 BOKA ARTIST RESIDENCE  
 COMPETITION first prize
2015年 第3回京都建築賞優秀賞他

■建物データ
設　　計：畑友洋建築設計事務所
構　　造：tmsd萬田隆構造設計事務所
施　　工：株式会社コハツ
所 在 地：神戸市
用　　途：個人住宅
竣　　工：2015年9月
構造規模：木造在来工法・RCベタ基礎
　　　　　地上2階（塔屋階付）
敷地面積：176.54㎡
建築面積：93.51㎡
延床面積：123.93㎡

元斜面の家　畑友洋・徳永慎也／畑友洋建築設計事務所

　神戸市の斜面に建つ住宅。敷地周辺は海と山を結ぶ南向き斜面であり、
海風と陸風が交互に吹く、風通しの良い光と緑に満ちた地形であった。しかし
現在では、強引な造成の後、住居が光や風を奪い合うように斜面に競うように
せり出す開発が進行しており、そんな建ち方そのものが風景となってしまった。
　この建築は、斜面にせり出した古屋の解体から始まった。解体に際し土
留めを兼ねた既存建物のRC基礎を強引に解体せず、斜面の一部と位置
づけ新しい住居に継承した。敷地中心に広域の斜面地断面を参照するこ
とで、この既存建築基礎を最下段とし、斜面の地勢に逆らわない階段状に
連なる斜面地ならではの空間構成が浮き上がった。それはまるで、造成前
の地形を建築により復元するような行為であり、隣家の日射を妨げず本住
空間にも全ての層に豊かな日射を導くことが可能となった。
　また、この地域は強風が斜面に沿って吹く地域であり、設計時に現地で
屋根のレベルと傾きをモックアップにより検討した結果、斜面の上下の風を
うまくつなぎ、内部に緩やかな風を導く屋根のラインは、ほぼ元々の斜面の
勾配をなぞる稜線のラインと一致することが明らかとなった。
　結果、新たな住空間は開発前の元々の斜面の稜線をなぞる屋根の下、
斜面に住む他の動物と同様、奥の巣穴から表の斜面を行き来し、斜面を昇
り降りしながら暮らすというイメージに結びついた。断絶していた斜面をもう
一度復元し、住居を含む斜面の上下隣地にも風をつなぎ、光を受け流す。
まさに斜面を復元するような、斜面に寄り添うこの建築が、斜面に集まって
住むための一つの作法のようなものに通じていると信じたい。

撮影：矢野紀行　第60回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品
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建築人 No.630  平成28年12月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2016

■プロフィール
1978年 兵庫県生まれ
2003年 京都大学大学院工学研究科修了
2003年～ 高松伸建築設計事務所
2005年 畑友洋建築設計事務所設立
現在、京都大学、近畿大学、神戸芸術 
 工科大学非常勤講師

2011年 JIA第6回関西建築家新人賞
2012年 WAN House of the Year 2011受賞
2012年 BOKA ARTIST RESIDENCE  
 COMPETITION first prize
2015年 第3回京都建築賞優秀賞他

■建物データ
設　　計：畑友洋建築設計事務所
構　　造：tmsd萬田隆構造設計事務所
施　　工：株式会社コハツ
所 在 地：神戸市
用　　途：個人住宅
竣　　工：2015年9月
構造規模：木造在来工法・RCベタ基礎
　　　　　地上2階（塔屋階付）
敷地面積：176.54㎡
建築面積：93.51㎡
延床面積：123.93㎡

元斜面の家　畑友洋・徳永慎也／畑友洋建築設計事務所

　神戸市の斜面に建つ住宅。敷地周辺は海と山を結ぶ南向き斜面であり、
海風と陸風が交互に吹く、風通しの良い光と緑に満ちた地形であった。しかし
現在では、強引な造成の後、住居が光や風を奪い合うように斜面に競うように
せり出す開発が進行しており、そんな建ち方そのものが風景となってしまった。
　この建築は、斜面にせり出した古屋の解体から始まった。解体に際し土
留めを兼ねた既存建物のRC基礎を強引に解体せず、斜面の一部と位置
づけ新しい住居に継承した。敷地中心に広域の斜面地断面を参照するこ
とで、この既存建築基礎を最下段とし、斜面の地勢に逆らわない階段状に
連なる斜面地ならではの空間構成が浮き上がった。それはまるで、造成前
の地形を建築により復元するような行為であり、隣家の日射を妨げず本住
空間にも全ての層に豊かな日射を導くことが可能となった。
　また、この地域は強風が斜面に沿って吹く地域であり、設計時に現地で
屋根のレベルと傾きをモックアップにより検討した結果、斜面の上下の風を
うまくつなぎ、内部に緩やかな風を導く屋根のラインは、ほぼ元々の斜面の
勾配をなぞる稜線のラインと一致することが明らかとなった。
　結果、新たな住空間は開発前の元々の斜面の稜線をなぞる屋根の下、
斜面に住む他の動物と同様、奥の巣穴から表の斜面を行き来し、斜面を昇
り降りしながら暮らすというイメージに結びついた。断絶していた斜面をもう
一度復元し、住居を含む斜面の上下隣地にも風をつなぎ、光を受け流す。
まさに斜面を復元するような、斜面に寄り添うこの建築が、斜面に集まって
住むための一つの作法のようなものに通じていると信じたい。

撮影：矢野紀行　第60回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品
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建築主／㈱パイオニア
設　計／大成建設㈱関西支店
　　　　一級建築士事務所
施　工／大成建設㈱関西支店

建築位置／大阪府東大阪市
竣工年月／ 2016 年 3 月
用　　途／事務所
構造・規模／鉄骨造
敷地面積／ 294.82㎡
建築面積／ 198.06㎡
延床面積／ 1,169.68㎡
写　　真／㈱エスエス 左海一郎

設　計／井上久実設計室
施　工／大輪建設㈱

建築位置／滋賀県彦根市
竣工年月／ 2016 年 10 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造
敷地面積／ 278.19㎡
建築面積／ 170.60㎡
延床面積／ 209.54㎡
写　　真／冨田英次

【
選
評
】

交
通
量
の
比
較
的
多
い
道
路
に
面
し
た
オ
フ
ィ
ス
と
会
社
の
研
修
・

厚
生
施
設
で
す
が
、
限
り
の
あ
る
各
階
の
面
積
か
ら
、
あ
え
て
ワ
ン

ス
パ
ン
分
引
き
込
ん
で
、
前
面
道
路
と
の
間
に
緩
衝
ゾ
ー
ン
を
設
け

た
こ
と
が
、
こ
の
建
築
を
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
し
ま
し
た
。
層
を
越

え
て
視
線
を
誘
導
し
た
り
、
活
動
を
誘
発
し
た
り
す
る
目
論
見
に
、

よ
く
あ
る
オ
フ
ィ
ス
内
の
吹
き
抜
け
空
間
の
手
法
で
な
く
、
半
外
部

の
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
垂
直
方
向
に
活
か
し
た
点
に
秘
訣
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
訪
れ
て
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
が
、
外
壁
の
パ
ネ
ル
割
り
や
、

開
口
部
の
割
り
付
け
が
、
実
に
注
意
深
く
行
わ
れ
て
い
て
フ
ァ
サ
ー

ド
に
凜
と
し
た
佇
ま
い
が
生
ま
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
す
。

【
選
評
】

彦
根
城
に
ほ
ど
近
い
、
古
く
か
ら
の

地
割
り
の
影
響
を
色
濃
く
残
す
こ
の

一
帯
に
、
細
長
い
敷
地
の
特
性
を
活

か
し
て
表
と
裏
の
二
本
の
道
を
結
ぶ
、

現
代
の
町
屋
と
も
呼
ぶ
べ
き
住
宅
が

実
現
し
ま
し
た
。
採
光
や
通
風
を
効

果
的
に
採
り
入
れ
る
勾
配
屋
根
と
坪

庭
が
交
互
に
繰
り
返
す
構
成
は
、
内

部
空
間
を
分
節
し
な
が
ら
繋
ぐ
な
か

な
か
巧
み
な
も
の
で
、
普
通
の
住
宅

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
物
語

性
を
持
っ
た
空
間
の
奥
行
き
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
施
主
の
ご
商
売
に
関

係
す
る
竹
を
原
料
と
す
る
様
々
な
建

材
が
使
い
こ
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

竹
の
繊
細
さ
と
、
あ
る
種
の
ま
っ
す

ぐ
な
力
強
さ
が
、
随
所
に
う
ま
く
あ

し
ら
わ
れ
て
い
て
清
々
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

建築人2016年12月号掲載

建築人2016年12月号掲載

建
築
人
賞
奨
励
賞　

パ
イ
オ
ニ
ア
本
社
ナ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

建
築
人
賞
奨
励
賞　

彦
根
の
家
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建築主／シスメックス㈱
設　計／鹿島建設㈱関西支店
　　　　建築設計部
施　工／鹿島建設㈱関西支店

建築位置／兵庫県芦屋市
竣工年月／ 2015 年 3 月
用　　途／宿泊機能付研修所
構造・規模／ RC 造
敷地面積／ 33,399㎡
建築面積／ 2,914㎡
延床面積／ 5,051㎡
写　　真／松村芳治

設　計／㈱マニエラ建築設計事務所
施　工／三幸建設㈱

建築位置／兵庫県神戸市
竣工年月／ 2015 年 10 月
用　　途／専用住居
構造設計／土屋設計
構造・規模／木造
敷地面積／ 190.96㎡
建築面積／ 68.73㎡
延床面積／ 137.20㎡
写　　真／松村芳治

設　計／大西憲司設計工房
施　工／㈱アトリエ・エイト

建築位置／兵庫県姫路市
竣工年月／ 2015 年 12 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造（在来工法） 
　　　　　　地上 2 階
敷地面積／ 267.26㎡
建築面積／ 125.21㎡
延床面積／ 190.17㎡
写　　真／福澤昭嘉

建
築
人
賞
佳
作

シ
ス
メッ
ク
ス 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

建
築
人
賞
佳
作　

辻
井
の
家

建
築
人
賞
佳
作　

Slit

建築主／トヨタカローラ新大阪㈱
設　計／㈱竹中工務店
施　工／㈱竹中工務店

建築位置／大阪府枚方市
竣工年月／ 2016 年 3 月
用　　途／ショールーム
構造・規模／ S 造
敷地面積／ 1,882.25㎡
建築面積／ 984.82㎡
延床面積／ 1,165.82㎡
写　　真／井ノ口洪太

建
築
人
賞
佳
作　

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
枚
方

【
選
評
】

カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
言
え
ば
、
街

道
に
沿
っ
て
大
き
な
看
板
と
間
口
一
杯
の
大
き
な

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
と
ほ
ぼ
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
ひ
と

味
違
い
ま
す
。
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

十
分
持
ち
な
が
ら
も
、
内
部
空
間
に
入
っ
た
と
き
の

居
心
地
の
良
さ
は
、
あ
た
か
も
良
質
な
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
に
で
も
入
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
で
、

通
常
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
次
元
に
あ
り

ま
す
。
平
面
図
で
見
る
と
そ
の
奥
行
き
感
の
秘
密
が

「
ハ
の
字
」
に
開
か
れ
た
壁
の
配
置
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
が
、
実
際
に
訪
れ
た
人
々
に
は
そ
れ
に

加
え
て
、
前
面
の
ガ
ラ
ス
に
腰
ま
で
の
立
ち
上
が
り

が
あ
る
こ
と
の
効
果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

【
選
評
】

六
甲
山
腹
の
奥
池
に
、
四
〇
年
以
上
ま
っ
た
く

使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
元
ホ
テ
ル

を
、
企
業
の
研
修
所
に
改
装
し
た
も
の
で
、
そ
の

こ
と
自
体
が
ま
ず
建
築
を
独
特
な
も
の
に
し
ま
し

た
。
周
辺
の
自
然
環
境
が
素
晴
ら
し
い
の
は
当
然

に
し
て
も
、
そ
れ
を
ま
っ
た
く
新
し
い
方
法
で
活

か
す
た
め
に
低
層
棟
を
配
置
し
直
し
、
池
の
景
観

を
十
二
分
に
採
り
入
れ
る
な
ど
、
大
胆
な
「
手
術
」

が
奏
功
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
従
前
は
建
屋
の

裏
側
に
過
ぎ
な
か
っ
た
山
側
の
斜
面
に
も
積
極
的

に
開
口
部
を
設
け
て
、
伸
び
や
か
な
研
修
室
が
実

現
し
て
い
る
の
も
優
れ
た
目
利
き
の
技
だ
と
思
い

ま
す
。

【
選
評
】

か
な
り
の
急
傾
斜
の
造
成
住
宅
地
に
建
つ
こ
の
家

は
、
道
の
反
対
側
に
あ
る
斜
面
上
の
緑
を
借
景
に

す
る
た
め
に
、
家
族
の
生
活
の
中
心
と
な
る
フ
ロ

ア
を
上
層
に
ま
と
め
て
独
立
し
た
家
型
と
し
て
浮

き
上
が
ら
せ
て
あ
り
ま
す
。
室
内
や
デ
ッ
キ
な
ど

の
床
レ
ベ
ル
に
も
微
妙
な
段
差
が
組
み
込
ま
れ
、

外
の
視
界
も
様
々
に
変
化
し
ま
す
。
一
方
で
地
面

に
近
い
下
の
階
で
は
外
部
か
ら
は
隔
絶
さ
れ
て
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
下
の
対

比
が
生
活
に
リ
ズ
ム
と
開
放
感
の
メ
リ
ハ
リ
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
方
位
や
方
向
、
傾
斜
と
も
に

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
敷
地
の
制
約
を
巧
み
に
味

方
に
し
て
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
大
い
に
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
見
受
け
ま
し
た
。

【
選
評
】

こ
の
家
の
特
徴
は
な
ん
と
い
っ
て
も
写
真
家
で
あ

る
施
主
と
建
築
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
妙

に
あ
り
ま
す
。
表
か
ら
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
寡

黙
な
、
さ
り
げ
な
い
表
情
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
旦
内
部
に
入
る
と
世
界
は
一
変
し
、
あ
ち

こ
ち
に
組
み
込
ま
れ
た
施
主
の
「
デ
ザ
イ
ン
」
が

建
築
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
置
か
れ
た
作
品
の
よ

う
に
現
れ
て
、
と
て
も
愉
快
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

外
か
ら
は
小
さ
く
ま
た
少
な
く
感
じ
ら
れ
る
様
々

な
小
窓
群
も
、
中
か
ら
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
額
縁
に

入
れ
ら
れ
た
絵
の
よ
う
に
見
え
て
、
気
が
利
い
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
無
口
な
妻
面
の
脚
下

で
生
き
生
き
と
し
て
見
え
る
庭
と
の
対
比
も
ま
た
、

こ
の
家
の
個
性
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。



2017.07  建築人 12

Gallery 建築作品紹介 □□□□□□□□□□□□□□ 企画・設計：オリコム関西  河村開建築研究所
施　　工：淺沼組　オリコム関西

大阪市営地下鉄平野駅に隣接した JA 店舗である。
全自動型貸金庫を備えた金融・保険業務スペースに地元
産野菜を中心とした直売所を併設している。地域密着都
市型 JA とし金融スペースは木目を活かしたロビーとし、
直売所はパリのマルシェをコンセプトに温かみを演出し
た。壁面はカーテンウォールとタイルのコンビで角度を
つけてあり、左を金融スペース、右をマルシェと入口を
分ける事でそれぞれのポジショニングを明確にしつつ、
視線が両店舗内に届くため、利用者を相互に誘導する事
によりシナジー効果を生み出す。庇は巨大なアールの階
段状、床のタイルも放射状とした。この特徴的なエント
ランスが地域のランドマークになることを期待する。

（大石隆洋）

所 在 地：大阪市平野区
用　　途：金融店舗・直
　　　　　売所
竣　　工：2017.06
構造規模：鉄骨造 2階建
敷地面積：899.00㎡
建築面積：681.69㎡
延床面積：1,193.37㎡
写　　真：砂田政樹
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Gallery 建築作品紹介 JA大阪市 平野支店 設計：□□□□□□□□□□□□□□□
施工：□□□□□□□□□□□□□□□
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Gallery 建築作品紹介 宇部興産大阪研究開発センター 設計監理：大成建設関西支店一級建築士事務所
建築施工：大成建設関西支店

計画は研究開発機能をさらに充実するため、製造拠点があり、顧客に近い
大阪地区に研究開発拠点を設置したいという要望からスタートしている。
研究開発活動は、危険を伴う実験もあり、視覚的にスタッフの動きを常
に把握することが安全上最も重要視された。シャフトスペースを分散配
置し、残った壁面は最大限透明にすることで、視認性と安全性を確保した。
実験の内容や共働メンバーの変化があるため、フリーアドレスが採用さ
れ、様々に設えられたワークプレイスを選びながら働くことができる。
そこでスタッフ同士のコミュニケーションが誘発・活性化され、研究開
発の効率をより良いものにしていくことが意図されている。

建 築 主：宇部興産株式
　　　　　会社
所 在 地：大阪府堺市
用　　途：研究開発及び
　　　　　試作
竣　　工：2016.07
構造規模：S 造 3 階建
敷地面積：462,983㎡
建築面積：1,608㎡
延床面積：3,769㎡
写　　真：エスエス大阪
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Gallery 建築作品紹介 グループホームやよい（障がい者グループホーム） 設計：プラッツ設計
施工：サンエース

10 名の入居者と施設職員の生活拠点となる建物である。外観は大屋根を
中央に配置した分節構成とし柔らかい色調の外壁を採用し自然が多い周
辺環境に溶け込み、親しみを感じさせるものにした。食堂は勾配天井で
高窓を設け、気持ちの良い光が差し込む空間にした。又、開放的なサッ
シを通じて食堂とテラスとの一体化を図り、施設の行事や菜園作業など
多様な活動を通して入居者の自立を促進すると共に地域の方との交流の
場となっている。個室は収納を隣接する 2 室に 1 ヶ所とし、それぞれの
個室から使えるようスペースの効率化を行い、天井を一部勾配にして高
窓を設け、自然光で明るい環境となるよう考慮した。（樋上雅博・榎明日香）

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　大阪府肢体不
　　　　　自由者協会
所 在 地：大阪府交野市
用　　途：障害者福祉施設

（市街化調整区域内開発許可物件）

竣　　工：2017.05
構造規模：木造 1 階建
敷地面積：1,090.61㎡
建築面積：368.63㎡
延床面積：357.04㎡
写　　真：フォトスペース
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2017

第 10 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 10 回 対象作品
「建築人」2017 年１月号から 2017 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2018 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

と
人
間
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
者
た
ち
の
苦
し
み
、

悲
し
み
。
こ
の
被
爆
体
験
を
次
の
世
代
は
、
ど
の

よ
う
に
継
承
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。」

　

三
人
の
筆
者
は
、
原
爆
の
記
憶
を
次
世
代
へ
伝

え
る
た
め
の「
道
標（
み
ち
し
る
べ
）」と
し
て
、「
原

爆
を
見
た
建
物
」=

被
爆
建
物
に
注
目
し
、
そ
れ

を
記
録
す
る
た
め
に
、
現
地
調
査
や
資
料
調
査
、

聞
き
取
り
作
業
を
長
年
に
わ
た
っ
て
推
し
進
め
、

こ
の
本
を
ま
と
め
た
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、

近
い
将
来
に
被
爆
者
が
一
人
も
い
な
く
な
る
こ
と

へ
の
強
い
危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
序
文
は
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
る
。

　
「
な
に
よ
り
も
被
爆
者
と
と
も
に
、
原
爆
を
体

験
し
た
の
は
数
多
く
の
建
物
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

広
島
を
訪
れ
た
あ
な
た
は
、
被
爆
時
に
存
在
し

た
建
物
を
探
し
、
往
時
の
場
所
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
。
周
囲
の
風
景
は
す
っ
か
り
変
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
こ
の
建
物
は
、
い
つ
、
何
の
た
め
に
、

ど
ん
な
意
図
で
建
て
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

た
の
か
、
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。（
中
略
）

　

今
年
五
月
十
六
日
、「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
を

起
点
に
」
と
副
題
を
冠
し
た
広
島
市
現
代
美
術
館

の
「
村
野
藤
吾
の
建
築
」
展
の
開
会
式
へ
出
席
し

た
際
、
以
前
か
ら
一
度
は
見
て
み
た
い
と
思
い
、

立
ち
寄
っ
た
の
が
、
旧
・
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
と

呼
ば
れ
る
レ
ン
ガ
倉
庫
で
あ
る
。
美
術
館
の
建
つ

比
治
山
か
ら
南
に
約
八
〇
〇
ｍ
の
所
に
位
置
す
る
。

訪
れ
る
と
、
東
側
の
広
島
県
立
広
島
工
業
高
校
と

西
側
の
道
路
に
挟
ま
れ
た
狭
い
路
地
に
面
し
て
、

レ
ン
ガ
壁
の
長
大
な
建
物
が
見
え
て
く
る
。
西
側

に
三
棟
、
南
側
に
一
棟
が
Ｌ
型
一
列
に
並
び
、
総

延
長
は
五
〇
〇
ｍ
近
く
に
も
な
る
。
緻
密
な
レ
ン

ガ
壁
と
黒
い
瓦
屋
根
、
細
部
に
装
飾
を
施
さ
れ
た

堂
々
と
し
た
た
た
ず
ま
い
に
只
々
圧
倒
さ
れ
る
。

敷
地
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は
、「
被
爆
建
物
」
と

表
示
さ
れ
た
広
島
市
の
説
明
版
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
爆
心
地
か
ら
二
六
七
〇
ｍ
に
あ
っ
た
こ
の
建

物
が
原
爆
に
も
耐
え
、
被
爆
直
後
は
臨
時
救
護
所

に
な
り
、
避
難
し
て
き
た
多
く
の
被
爆
者
が
次
々

と
力
尽
き
て
い
っ
た
こ
と
、
爆
心
地
方
向
に
面
し

て
い
た
西
側
の
鉄
扉
は
爆
風
で
変
形
し
た
痕
跡
を

と
ど
め
て
い
る
こ
と
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

被
服
支
廠
と
は
、
軍
服
や
軍
靴
な
ど
の
製
造
や

修
理
、
保
管
、
供
給
す
る
と
こ
ろ
で
、
一
八
九
四

年
の
日
清
戦
争
以
降
、
大
陸
へ
の
軍
事
拠
点
と
し

て
発
展
し
て
い
っ
た
軍
都
・
広
島
の
近
代
史
を
象

徴
す
る
施
設
で
あ
る
。
竣
工
し
た
の
は
一
九
一
三

年
、
東
京
駅
（
一
九
一
四
年
）
の
前
年
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
軍
事
施
設
と
し
て
要
請
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
。
鉄
骨
レ
ン
ガ
造
の
東
京
駅
と
は
異
な
り
、

当
時
と
し
て
は
先
駆
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

レ
ン
ガ
を
併
用
す
る
構
造
体
で
壁
は
造
ら
れ
、
独

立
柱
や
梁
、
床
板
や
屋
根
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
に
な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
説
明
版
に
も
記

さ
れ
た
と
お
り
、
鉄
扉
の
い
く
つ
か
は
爆
風
に

よ
っ
て
変
形
し
て
い
た
が
、
頑
丈
な
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
構
造
体
は
、原
爆
に
耐
え
抜
い
た
の
だ
。

そ
の
事
実
を
今
に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ

の
建
物
の
現
存
す
る
こ
と
の
意
味
が
実
感
で
き
る
。

現
在
は
空
き
家
だ
が
、
戦
後
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、

西
側
三
棟
は
日
本
通
運
の
倉
庫
、
南
側
一
棟
は
広

島
大
学
の
学
生
寮
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
建
物
の
存
在
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
、

山
下
和
也
、
井
手
三
千
男
、
叶
真
幹
に
よ
る
共
著

の﹃
ヒ
ロ
シ
マ
を
さ
が
そ
う
︱
原
爆
を
見
た
建
物
﹄

（
西
田
書
店
二
〇
〇
六
年
）
を
、
編
集
を
手
が
け

た
松
山
巌
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。「
ヒ
ロ
シ
マ
を
想
像
し
て
ほ
し
い
」
と

題
さ
れ
た
そ
の
序
文
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　
「
一
発
の
爆
弾
で
、
広
島
は
廃
墟
と
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
〇
年
、
情
報
の
渦
の
中
で
あ
ら
ゆ

る
こ
と
の
忘
却
が
日
常
と
な
っ
た
日
本
社
会
に
お

い
て
、
被
爆
者
の
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
体
験

は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
の
心
に
今
も
響

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

被
爆
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
、
原
爆
の
記
憶

を
後
世
に
伝
え
る
力
は
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
原
爆
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
都
市

　

例
え
ば
、
原
爆
ド
ー
ム
は
チ
ェ
コ
人
が
設
計
し

た
広
島
の
物
産
を
陳
列
す
る
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
。

　

路
面
電
車
の
路
線
は
被
爆
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

被
爆
し
た
電
車
の
二
両
は
今
な
お
現
役
で
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

　

戦
前
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
多
く
は
華
や
か
な
装

飾
が
施
さ
れ
、
原
爆
に
耐
え
た
橋
は
被
災
者
が
逃

れ
、
家
族
を
捜
す
ル
ー
ト
と
な
っ
た
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
さ

れ
た
建
造
物
の
意
義
は
よ
り
深
く
な
る
は
ず
だ
。」

　

そ
し
て
、
こ
の
被
服
支
廠
は
、
す
ぐ
南
の
隣
町

で
被
爆
し
た
峠
三
吉
（
一
九
一
七
〜
五
三
年
）
が

一
九
五
一
年
に
自
費
出
版
し
た
﹃
原
爆
詩
集
﹄（
岩

波
文
庫
）
の
中
で
、「
倉
庫
の
記
録
」
と
題
さ
れ

た
詩
と
し
て
、次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
そ
の
日

　

い
ち
め
ん
蓮
の
葉
が
馬
蹄
型
に
焼
け
た
蓮
畑
の

中
の
、
そ
こ
は
陸
軍
被
服
廠
倉
庫
の
二
階
。
高
い

格
子
窓
だ
け
の
う
す
暗
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
。

そ
の
う
え
に
軍
用
毛
布
を
一
枚
敷
い
て
、
逃
げ
て

来
た
者
た
ち
が
向
き
む
き
に
横
わ
っ
て
い
る
。」

　

二
〇
一
四
年
に
、﹃
も
し
も
建
物
が
話
せ
た
ら
﹄

と
い
う
ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
が
総
指
揮

し
た
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
う
し

た
映
画
が
作
ら
れ
る
の
も
、
建
築
は
た
だ
無
言
で

そ
こ
に
存
在
す
る
し
か
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、

言
葉
と
想
像
力
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築

は
多
く
を
語
り
始
め
る
力
を
持
つ
の
だ
と
思
う
。

こ
の
被
服
支
廠
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越

え
て
、
記
憶
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
場
所
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

南側の外観

西側の道路から見る外観

旧・広島陸軍被服支廠　1913年
東京駅よりも古い被爆建物の今

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

は
、
こ
れ
ら
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

３
．構
造
設
計
手
法
と
木
質
材
料

　

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
木
質
建
築
物
の
構
造

計
算
の
ル
ー
ト
は
、
六
〇
ｍ
以
上
の
高
層
建
築

物
を
除
い
て
、
主
に
表
１
に
示
す
三
つ
の
計
算

方
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
計
算
方
法
に
よ
っ
て

無
等
級
材
の
使
用
の
可
否
が
決
ま
る
。
特
に
、

伝
統
木
造
建
築
物
で
は
、
構
造
用
製
材
が
そ
の

ま
ま
化
粧
材
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
樹
種
を
限

定
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
が
入
手
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
。
壁
量
計
算
や
限
界
耐
力
計
算
を
採

用
し
て
無
等
級
材
を
用
い
て
設
計
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
Ｓ
造
と
の
違
い
は
、
設
計
手
法

に
よ
り
採
用
材
料
に
制
限
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

４
．木
質
材
料
の
選
び
方
と
乾
燥
・
調
達

　

木
質
材
料
は
主
に
構
造
用
製
材
と
、
図
２
に

示
す
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
の
集
成
材
・

合
板
・
Ｌ
Ｖ
Ｌ
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

材
料
は
日
本
農
林
規
格（
以
下
Ｊ
Ａ
Ｓ
）に
よ
っ

て
規
格
化
さ
れ
て
お
り
、
強
度
区
分
や
製
造
方

法
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
で
建
築
基
準
法
三
七
条
の
指
定

建
築
材
料
と
み
な
さ
れ
る
。　

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
中
か
ら
使
用
材
料
を
決
め
る
場

合
に
戸
惑
う
こ
と
と
し
て
、
等
級
数
が
多
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
と
し
て
表
１
に
ス
ギ
材

の
機
械
等
級
の
特
性
表
を
示
す
。
Ｅ
50
〜
Ｅ
150

ま
で
六
等
級
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
性

も
あ
る
が
、
ス
ギ
の
場
合
は
Ｅ
70
が
最
も
入
手

し
や
す
い
な
ど
、
樹
種
に
よ
っ
て
入
手
で
き
る

等
級
は
通
常
一
つ
〜
二
つ
に
絞
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
鉄
骨
部
材
の
設
計
の
よ
う
に
、
応
力

的
な
理
由
で
Ｓ
Ｓ
400
か
ら
Ｓ
Ｍ
490
に
強
度
を
上

げ
る
設
計
は
ほ
ぼ
行
わ
な
い
。

　

樹
種
決
定
に
際
し
て
は
、
入
手
可
能
な
材
料

の
情
報
が
一
元
化
さ
れ
て
い
な
い
点
が
や
や
難

第
52
回

１
．は
じ
め
に

　

日
本
で
は
厳
し
い
防
耐
火
の
基
準
の
も
と
木

造
建
築
物
を
制
限
し
て
き
た
た
め
、
特
に
都
市

部
の
木
質
建
築
物
が
少
な
い
。
そ
の
一
方
で

二
〇
一
〇
年
に
公
共
建
築
物
の
木
材
利
用
促
進

法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
木
質
建

築
物
の
推
進
が
行
わ
れ
出
し
た
。
こ
れ
を
う
け

て
都
市
部
で
も
木
質
構
造
の
建
築
物
を
推
進
す

る
流
れ
に
あ
り
、
構
造
技
術
者
が
木
質
構
造
に

取
り
組
む
機
会
が
増
え
て
き
た
が
、
Ｓ
造
な
ど

と
の
違
い
に
戸
惑
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ

こ
で
は
、
特
に
最
初
に
戸
惑
う
で
あ
ろ
う
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。
紙
面
の
都
合
か

ら
多
く
の
参
考
図
書
に
解
説
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
は
触
れ
な
い
点
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
木
造
を
中
心
に
設
計
活
動
を
さ
れ
て
い

る
方
に
は
退
屈
と
な
る
内
容
を
ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
。

２
．防
耐
火
性
能

　

建
築
物
の
要
求
耐
火
性
能
は
、
木
造
に
限
ら

ず
そ
の
規
模
と
防
火
指
定
地
域
に
よ
っ
て
、
図

１
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
特

殊
建
築
物
は
そ
の
規
模
に
よ
っ
て
要
求
性
能
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
大
臣
認
定
を
取

得
し
た
二
時
間
耐
火
の
木
質
柱
・
梁
が
入
手
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
で
の
木
造
建
築
物

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
準
耐

火
建
築
物
の
場
合
に
は
俗
に
い
う「
イ
準
耐
＊ 1
」

と
し
て
燃
え
代
設
計
を
行
う
こ
と
で
、
ま
た
、

「
ロ
準
耐

－

１
＊ 2
」
で
は
外
壁
を
耐
火
構
造
と

す
る
こ
と
で
、
木
質
構
造
を
準
耐
火
建
物
と
で

き
る
。
た
だ
し
、
内
装
制
限
が
あ
る
建
物
部
位

で
は
、
面
積
の
大
き
い
木
質
耐
震
壁
な
ど
は
耐

火
ボ
ー
ド
な
ど
で
覆
う
必
要
が
あ
る
。
現
状
で

は
木
質
構
造
に
よ
る
耐
火
建
築
物
は
、
Ｓ
造
よ

り
も
割
高
に
な
る
傾
向
に
あ
る
。
構
造
設
計
の

立
場
か
ら
木
質
構
造
の
提
案
を
行
う
場
合
に

近年木材利用の促進もあり、中・大規模建築物でも木質構造が選択肢として挙げられるようになりました。
今回は竹中工務店設計部・須賀順子さんに、普段 RC 造や S 造を手掛ける設計者が木質構造に取り組む際
の留意点をご紹介いただきました。

木質材料を構造材に取り入れる

須賀　順子
京都市生まれ／ 1994 年 ㈱竹中工務店入社、現在に至る。同社大阪本店設計部所属／ 2005 年に伝統木造の神社本殿の免震改修の設計を担当
したことをきっかけに、S 造や RC 造に加えて木質構造の構造設計も担当するようになる。最近では木質パネルの耐震補強壁で RC 造建物を
耐震補強する T-FoRest®Wall の開発にたずさわった。柔軟な発想で木質材料を使うことの重要性を感じているところである。（耐震補強技術
T-FoRest®シリーズにて 2017 年エコプロダクツ大賞国土交通大臣賞受賞）

図 1　防⽕地域指定による要求耐⽕性能

表 2　すぎの構造用製材の日本農林規格　機械等級製材の繊維方向特性値

樹種 等級 
基準許容応⼒度 (N/mm2) 

基準弾性係数 
(kN/mm2)

fc ft fb fs E0 E0.05 G0

すぎ 

E50 6.4 4.8 8.0 

0.6 

4.9 3.9

E0/15

E70 7.8 5.8 9.8 6.9 5.9
E90 9.4 7.0 11.6 8.8 7.8
E110 10.8 8.2 13.6 10.8 9.8
E130 12.4 9.2 15.4 12.7 11.8
E150 13.8 10.4 17.2 14.7 13.7

耐⽕建築物

準耐⽕
建築物

100m2

1 階 

２階 

３階 

４階
〜 

防⽕地域内で 
建てられる建築物

500m2

耐⽕建築物

その他
建築物

1 階

２階

３階

４階
〜 

準耐⽕
建築物

技術的
基準適合

建築

1500m2

準防⽕地域内で
建てられる建築物

耐⽕建築物 

その他 
建築物 

3000m2

1 階

２階

３階

４階
〜

法 22 条区域で
建てられる建築物

表 1　計算方法と木質材料

計算⽅法 無等級材 JAS 材 主な⽤途

壁量計算 ○ ○ 
延べ⾯積が 500m2

以下の住宅等
許容応⼒度等計算 × ○ 全般

限界耐⼒計算 ○ ○ 伝統建築
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し
く
、
樹
種
を
選
ぶ
際
に
は
メ
ー
カ
ー
、
製
材

会
社
、
大
工
職
な
ど
に
相
談
し
て
入
手
可
能
な

材
料
を
リ
サ
ー
チ
し
た
上
で
、
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
。
例
え
ば
、
メ
ー
カ
ー
Ａ
で
は
ベ
イ
マ

ツ
の
集
成
材
が
入
手
し
や
す
い
と
か
、
製
材
会

社
Ｂ
で
は
持
ち
山
か
ら
伐
採
し
た
ス
ギ
材
を
別

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
で
集
成
材
を
製
造
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
。
こ
れ

ら
の
流
通
経
路
を
一
元
的
に
示
し
た
も
の
は
存

在
し
な
い
。
こ
れ
が
、
工
業
製
品
で
あ
る
鉄
骨

と
、林
産
材
料
の
木
材
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
気
を
付
け
た
い
の
は
、
木
材
は
伐

採
し
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
る
ま
で
に
一
定
の
時
間

が
か
か
る
点
で
あ
る
。
伝
統
木
造
な
ど
で
大
断

面
の
製
材
を
用
い
る
場
合
に
は
、
市
中
の
在
庫

か
ら
入
手
す
る
か
、
伐
採
し
て
数
年
か
け
て
自

然
乾
燥
や
機
械
乾
燥
す
る
な
ど
、
調
達
や
乾
燥

の
工
程
が
設
計
や
施
工
の
工
程
に
影
響
を
与
え

る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
工
程
に
含
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

５
．特
記
仕
様
と
品
質
管
理

　

公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書
に
は
、
木
工
事

の
構
造
材
料
の
記
述
が
無
い
こ
と
も
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
般
的

に
は
、
国
土
交
通
省
官
庁
営
繕
部
の
公
共
木
造

建
築
工
事
標
準
仕
様
書
や
住
宅
金
融
支
援
機
構

監
修
の
木
造
住
宅
工
事
仕
様
書
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
図
面
に
掲
載
す
る
特
記
仕
様
書
は
、（
一

社
）
日
本
建
築
構
造
技
術
者
協
会
が
公
開
し
て

い
る
も
の
が
参
考
に
な
る
。

　

ま
た
、
材
料
の
管
理
で
は
、
鉄
骨
材
を
ミ
ル

シ
ー
ト
で
管
理
す
る
の
と
同
様
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材

で
は
出
荷
証
明
書
で
管
理
す
る
。
こ
の
時
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
材
で
あ
る
こ
と
で
含
水
率
や
強
度
が
保
障

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。無
等
級
材
の
場
合
に
は
、

含
水
率
の
測
定
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
ヤ
ン

グ
係
数
の
測
定
を
行
う
こ
と
で
強
度
を
確
認
す

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
部
分
は
設
計
者
が
必
要

に
応
じ
て
検
査
内
容
を
決
定
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
（
写
真
１
）。

６
．木
質
材
料
の
部
分
利
用
の
勧
め

　

建
築
物
全
体
を
木
質
材
料
で
構
成
す
る
Ｃ
Ｌ

Ｔ
構
造
の
告
示
も
施
行
さ
れ
た
が
、
接
合
部
の

評
価
や
、遮
音
や
歩
行
振
動
な
ど
課
題
も
あ
り
、

現
在
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
以
外
で

の
オ
ー
ル
木
造
の
建
築
物
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

場
合
に
は
、
部
分
的
に
木
質
構
造
を
採
用
す
る

と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
例
え
ば
、
耐
震
要
素
は
Ｒ
Ｃ
造
と

し
て
、
長
期
部
材
の
間
柱
の
み
に
木
質
材
料
を

採
用
す
る
、
平
面
混
構
造
、
ま
た
は
下
層
を
Ｒ

Ｃ
造
、
上
層
を
木
造
と
す
る
立
面
的
な
混
構
造

も
あ
る
。
少
々
手
前
味
噌
だ
が
、
Ｒ
Ｃ
造
建
築

物
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
耐
震
壁
で
耐
震
補
強

す
るT

-FoRest W
all

工
法
を
開
発
し
オ
ー
プ

ン
化
し
た
（
図
３
）。
こ
れ
も
混
構
造
の
一
つ

で
あ
り
、
学
校
建
築
で
は
現
し
で
使
う
こ
と
で

内
装
木
質
化
も
で
き
る
（
写
真
２
）。

　

ま
た
、
木
質
構
造
は
「
加
工
が
し
や
す
く
、

短
工
期
で
施
工
で
き
る
」
と
い
う
大
き
な
利
点

が
あ
る
。「
現
し
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
隠
れ
る

こ
と
を
前
提
に
木
質
材
料
の
使
用
を
検
討
す
れ

ば
、
よ
り
広
範
囲
で
の
使
用
が
期
待
さ
れ
る
。

７
．ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

木
質
構
造
を
初
め
て
設
計
す
る
際
に
知
っ
て

お
く
と
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
た
。
木
材
の
入
手
経
路
や
コ
ス
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
も
っ
と
整
理
さ
れ
れ
ば
、
木
材
の
使
用

率
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
後
は

木
質
材
料
の
防
耐
火
技
術
の
さ
ら
な
る
開
発
が

期
待
さ
れ
る
。

＊1
：
法
二
条
九
号
の
三
イ
に
示
さ
れ
る
準
耐
火
構
造

＊2
：
法
二
条
九
号
の
三
ロ
に
示
さ
れ
る
準
耐
火
構
造

図 2　主なエンジニアリングウッド

3cm 厚程度の 
ラミナに加⼯ 

丸太 

集成材
繊維⽅向を平⾏に接着

直交集成板（CLT） 
繊維⽅向を直交に接着

単板積層材（LVL） 
繊維⽅向を平⾏に接着

構造⽤合板
繊維⽅向を直交に接着

3mm 厚程度の
かつら剥き 

図 3　RC 造建物の⽊質パネルによる耐震補強 T-FoRest Wall

LVLまたはCLTパネル

接着剤で固定

搬入可能な大きさに加工

既存躯体・パネル同士を接着剤で固定

写真 2　T-FoRest®Wall で RC 造建物を耐震補強・内装木質化した事例
　　　  （武庫川女子大学文学 2 号館教室）

写真 1　大断面製材の打撃法によるヤング係数の測定風景
　　　  スパン 7m の梁のヤング係数を確認している。
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

藤井寺市小山９－１１－１７
尾 鍋 建 築 設 計 事 務 所

尾 鍋 裕 実

暑さに負けず、頑張りましょう。

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

人 に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）

大阪建築界の活性化のため頑張ろう！

アトリエ　クレオ

森 田 茂 夫

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

暑中お見舞い申し上げます。

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

暑中見舞 2017
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

佐 野 吉 彦亀 井　忠 夫
 

奥 村 雅 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

暑 中 お 見 舞 申 し 上 げ ま す

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
近 畿 大 学 建 築 学 部
東大阪市小若江３－４－１

阿波野 昌 幸

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

建 設 会 社

暑中見舞 2017

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

専務執行役員関西支店長 金 井 隆 夫



2017.07  建築人 24

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

ISO9001
ISO14001
認証取得

■本社・工場　〒708-0011  岡山県津山市上田邑3235-2
TEL (0868) 28-0171㈹　FAX (0868) 28-4254

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

「サービス提供」から「価値共創」へ

井 上　一 朗会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

TEL（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 7　FAX（0 6）6 3 6 3 - 4 0 7 9

〒530-0047

大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社
基 礎 事 業 部
大 阪 支 店

名 古 屋 支 店

四 国 支 店

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大 阪 市 中 央 区 南 船 場４ - １１ - ２８
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

建材・設備会社 他

暑中見舞 2017
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！ 検索中 和 印 刷
クリアファイルクリアファイル

丸うちわ丸うちわ

タンブラータンブラー
ノベルティグッズに
　　　オススメです！

「新しい」をご提案します！ 少量から注文承ります
中和
から
中和
から

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

建材・設備会社 他

暑中見舞 2017
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

六
月
二
十
一
日
（
水
）
十
六
時
〜
十
八
時

場
所 
本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
一
名 

監
事
一
名

（
１
）
本
会
活
動
の
拠
点
と
な
る
事
務
局
の
会
議

等
の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
本
ビ
ル
隣
室
を
七

月
一
日
よ
り
借
室
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

小
規
模
講
習
も
実
施
す
る
な
ど
委
員
会
活
動
の
活

性
化
及
び
収
益
増
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

（
２
）
平
成
二
七
年
に
制
定
し
た
耐
震
部
会
運
営

規
程
に
つ
い
て
、
耐
震
業
務
内
容
の
妥
当
性
を
第

三
者
が
評
価
・
検
証
す
る
条
項
等
を
明
記
す
る
改

正
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
３
）
大
阪
の
住
ま
い
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主

催
す
る
府
か
ら
、「
中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
、
空
家
対
策
の
促
進
に
繋
が
る
事
例

を
評
価
す
る
「
空
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
再
編
し
て
本
会
に
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
の

委
託
を
行
い
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、
受
入
れ
る

こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
（
但
し
、
府
は
複
数
団
体

に
打
診
し
て
検
討
中
で
す
）。

（
４
）
本
年
度
実
施
予
定
の
大
阪
府
住
宅
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
計
技
術
講
習
会
（
設
計
者
向
け
）
の
運

営
に
つ
い
て
、
大
阪
住
宅
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
託
す

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
５
）
修
成
建
設
専
門
学
校
か
ら
の
本
会
と
の
「
職

業
教
育
に
係
る
事
業
連
携
協
定
」
を
締
結
す
る
申

出
を
承
認
し
ま
し
た
。

（
６
）
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
大

地
震
時
に
お
け
る
病
棟
等
の
応
急
危
険
度
判
定
士

派
遣
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

（
７
）
大
阪
府
不
動
産
鑑
定
士
協
会
と
不
動
産
の

状
況
調
査
や
鑑
定
業
務
等
相
互
協
力
に
関
す
る
基

本
合
意
を
交
わ
す
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

十
五

　
　

 

原
因
は
必
ず
あ
る
は
ず

文　

橋
本
頼
幸

　

建
築
相
談
は
話
を
聞
き
な
が
ら
す
ぐ
に
原
因
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
が
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
談
者
の
話
を
で
き
る
限
り

聞
き
出
し
な
が
ら
も
、最
終
的
に
は「
行
か
な
い
と
わ

か
ら
な
い
」と
い
う
結
論
に
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。特
に
設
備
に
絡
ん
で
く
る
と
こ
ろ
は
、目
に
見
え
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
だ
け
に
そ
う
な
り
が
ち
で
す
。

喫
煙
室
に
い
る
よ
う
な
臭
い

　

新
築
の
鉄
骨
二
階
建
て
の
単
身
者
向
け
賃
貸
住
宅

に
、こ
の
ほ
ど
二
階
に
入
居
し
た
学
生
か
ら
、「
室
内
が

常
に
禁
煙
室
に
い
る
よ
う
な
臭
い
が
す
る
。管
理
会
社

に
相
談
す
る
も
ど
う
し
よ
う
も
無
い
と
言
わ
れ
る
。良

い
方
法
は
な
い
の
か
？
」と
の
相
談
。た
ば
こ
の
臭
い
は

苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
敏
感
に
感
じ
る
も
の
で
す
。喫

煙
さ
れ
て
い
る
車
や
ホ
テ
ル
の
客
室
で
も
、た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
は
臭
い
を
感
じ
ま
す
。室
内
で
た
ば
こ
の
臭

い
が
す
る
と
い
う
こ
と
は
、ど
こ
か
に
必
ず
原
因
が
あ
る

は
ず
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
は
ど
こ
か
ら
？

　

電
話
や
面
接
で
の
相
談
で
聞
き
出
せ
る
の
は
こ
の

程
度
で
す
か
ら
、こ
こ
か
ら
は
想
像
力
で
原
因
を
絞
り

込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。相
談
者
は
喫
煙

者
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、臭
い
の
原
因
は
部
屋
の

外
、つ
ま
り
外
部
か
廊
下
、両
側
の
居
室
、一
階
居
室

な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
。両
側・直
下
の
居
住
者
が
喫
煙

者
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、隣
や
下
階
の
住
戸

の
排
気
フ
ァ
ン
と
相
談
者
の
給
気
口
が
近
接
し
て
流

入
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。た
だ
そ
う
だ

と
す
る
と
、相
談
者
で
も
管
理
会
社
で
も
容
易
に
わ

か
り
そ
う
で
す
。そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、相
談
者
宅

の
給
排
気
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、給
気
不
足
で
内
が
負

圧
に
な
り
、間
仕
切
り
壁
や
上
下
階
の
貫
通
部
な
ど

の
す
き
ま
か
ら
隣
戸
の
煙
が
入
っ
て
き
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。そ
う
な
る
と
さ
す
が
に
電
話
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、風
速
計
や
微
少
な
空
気
の
流
れ

を
確
認
す
る
た
め
に
線
香
な
ど
を
持
っ
て
現
地
に
行

く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、現
地
相
談
で
す
ぐ
に
原

因
を
特
定
で
き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ

て
は
本
格
的
な
調
査
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

敷
地
の
陥
没
を
何
度
も
繰
り
返
す

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
会
社
か
ら「
管
理
し
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
で
敷
地
の
一
部
が
何
度
も
陥
没
を
す
る
。

組
合
か
ら
専
門
家
に
見
て
も
ら
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
受
け
て
電
話
を
し
た
。」と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。敷
地
の
陥
没
を
何
度
も
繰
り
返
す
と
な
る
と
、

給
排
水
系
統
の
水
漏
れ
に
よ
り
、埋
め
土
が
流
出
し

て
発
生
す
る
こ
と
を
ま
ず
疑
う
で
し
ょ
う
。加
え
て
、

地
下
水
や
雨
水・隣
地
か
ら
の
流
水
な
ど
に
よ
っ
て
、

土
が
削
ら
れ
る
事
例
も
よ
く
あ
り
ま
す
。設
備
の
問

題
な
の
か
そ
れ
以
外
に
問
題
が
あ
る
の
か
非
常
に
難
し

い
案
件
で
、半
日・一
日
の
目
視
を
中
心
と
し
た
本
会

の
現
地
相
談
で
は
原
因
に
た
ど
り
着
く
の
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
支

援
分
科
会・鑑
定
業
務
支
援
分
科
会
な
ど
に
振
っ
て

担
当
者
を
当
て
て
一
般
的
な
調
査
案
件
と
し
て
取
り

扱
っ
た
方
が
い
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。一
方
で
調
査
は
当

該
場
所
を
掘
り
返
す
な
ど
の
大
が
か
り
な
方
法
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

費
用
に
見
合
っ
た
効
果
が
得
ら
れ
る
か
？

　

電
話
相
談
だ
け
で
は
建
物
や
敷
地
の
状
況
が
共
有

で
き
ず
会
話
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
た
よ
り
に
原
因

を
た
ぐ
っ
て
い
く
の
は
困
難
で
す
。建
築
設
備
が
絡
む

と
た
ち
ま
ち
考
え
ら
れ
る
原
因
の
選
択
肢
が
増
え
、

調
査
方
法
も
複
雑
に
な
り
ま
す
。調
査
に
か
か
る
費

用
と
得
ら
れ
る
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
で
調
査
を
す
る
か
ど

う
か
も
決
ま
る
た
め
、相
談
者
に
費
用
や
リ
ス
ク
を
含

め
た
十
分
な
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
編
集
後
記

橋
本
頼
幸

　

建
築
人
に
連
載
中
の
「
ひ
ろ
ば
」
は
、「
今
、
自

治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
」
と
題
し
て
大
阪
府
内
の

全
自
治
体
に
お
願
い
し
て
寄
稿
を
頂
き
こ
れ
ま
で
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。
お
気
づ
き
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

本
号
は
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
六

年
九
月
の
「
大
阪
府
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
先
月
の

千
早
赤
阪
村
ま
で
三
十
四
回
に
わ
た
り
連
載
し
ま

し
た
。
今
月
と
来
月
は
お
休
み
を
い
た
だ
き
、
残
り

四
市
町
に
執
筆
を
お
願
い
し
て
一
旦
終
え
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
阪
府
下
の
自
治
体
が
ど
ん
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

建
築
士
や
建
築
士
会
に
求
め
る
こ
と
も
書
い
て
下
さ

い
、
と
お
願
い
を
し
て
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。
第

二
ラ
ウ
ン
ド
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
自
治
体
に
何
を
ど
の

よ
う
な
形
で
お
願
い
す
る
か
、
鋭
意
企
画
中
で
す
。

　

こ
の
編
集
後
記
の
上
に
建
築
相
談
が
あ
り
ま
す

が
こ
の
連
載
は
平
成
二
十
四
年
七
月
か
ら
私
が
執

筆
を
担
当
し
て
お
り
、
今
月
で
丸
五
年
、
六
十
回

を
迎
え
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
建
築
相
談
分
科
会

か
ら
建
築
人
編
集
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
ま
ま
建
築
相
談
を
担
当
し
、
ひ
ろ
ば
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
の
こ
と
は
詳
し
く
知

り
ま
せ
ん
が
、
会
報
誌
の
編
集
は
各
委
員
会
や
分

科
会
か
ら
担
当
者
が
集
ま
っ
て
作
業
を
し
て
い
た

と
聞
き
ま
す
。

　
「
建
築
人
」は
建
築
士
会
員
の
他
に
行
政
、大
学
、

弁
護
士
な
ど
方
々
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築

士
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
建

築
士
は
ど
ん
な
風
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
建
築

人
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
で
見
え
て
き
ま
す
。
編

集
作
業
は
大
変
で
す
が
、
得
ら
れ
る
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。
建
築
士
と
し
て
の
思
い
を
発
信
し
た

い
方
、
是
非
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
。
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つつじケ丘の家　柳川賢次建築設計事務所

　本計画地は、開発されて三十数年が経った閑静な住宅地に位置する
住宅の建替計画です。敷地は、北側にバス道を有する幅員16ｍの幹線
道路と、南に幅員6ｍの道路に接しています。クライアントから求められた
事は、この二つの道路からの視線の考慮と、子供の感性を刺激する仕掛
けを創ることでした。多くの住宅がそうであるように、南側に庭を設け、北側
に建物を建てるような一般的な考え方ではなく、2階建ての建物を敷地の
中央に設け、1階部分の床面積の1/3を切り抜き、二つの道路をつなげま
した。切り抜かれた開口部は北側の街路樹を借景としながら、アプローチと
駐車スペースとしての機能を果たしています。この開口部は単調な住宅街
に視線の抜けを創り出し、開放感を与えると共に、この街の地勢を感じるこ
とに寄与しています。内部については、1階には生活に必要最小限の固定
された機能を与え、2階にはエントランスとキッチン、そして機能を限定しな
い広間（ユニヴァーサル・スペース）を設けました。また、広間の南に設けた
デッキスペースは、外観を構成する壁と一本の樹木で囲まれ、プライバシー
を守りつつ、街と程よい距離感を保ちながら、光と風を享受することのでき
る空間を創り出しています。この広間やデッキスペースは、食事はもとより、
家族の団欒や接客、ホームパーティー、そして季節の移ろいを感じられるプ
レイスペース等 と々して、いかようにも対応できる一室空間となっています。
撮影：浅田美浩　第61回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
柳川賢次（やながわ  けんじ）
1954年 大阪府生まれ
1977年 大阪工業大学工学部建築学科卒業
1977年 瀧光夫建築・都市設計事務所入社
1978年 大阪工業大学工学部建築学科
 増田研究室研究生
1983年 一級建築士事務所 柳川賢次建 
 築設計事務所開設
1988年 有限会社 柳川賢次建築設計事 
 務所設立・代表

■建物データ
設　　計：柳川賢次/柳川賢次建築設計事務所
構造設計：国友博司/日本構造設計
施　　工：フナビキ工務店
所 在 地：神戸市垂水区
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013年11月
構造規模：コンクリート造＋木造併用混構造
　　　　　地上2階
敷地面積：198.23㎡
建築面積：92.40㎡
延床面積：133.17㎡




